ほぼ週刊コラム　「Partnership論」　その７６
鋼鉄の檻と化した経済は、「化石化した燃料の最後の一片が燃え尽きるまで続く」が、
その「猛烈な発展が終わる時」、「まったく新しい預言者達が現れるのか、あるいは
かつての思想や理想の力強い復活がおこるのか」、そういったことがあるかもしれない…。
～～マックス・ウエーバー『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』1904年出版
2014.01.10.　齋藤旬（junsaitoアットjcom.home.ne.jp）　rev.1

2014年、新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。
昨年はVaticanに大きな動きがあった。2月、法王ベネディクト16世が存命中退位を決断。3月、新法王フランシスコが選出され、11月末、主要勧告文書：Evangelii Gaudium（福音の喜び）を発行した。その勧告は一言で言えば、「世界経済をポスト世俗化しよう」ということ。即ち、20世紀に主流だった合理主義一辺倒の経済でなく、「各human personの尊厳」と「共通善の追求」を経済原理の根底に据えた「Interpersonalな経済」を探求しようという勧告。私の研究テーマそのものズバリ。なので、主要部分を翻訳して私のWeb Site（下記URL）にアップしておいた。日本ではほとんど話題にならないが、西洋をはじめとした世界の13億人が熟読する文書。宜しかったらご覧下さい。
（http://www.llc.ip.rcast.u-tokyo.ac.jp　）
私は、年賀状をあまり出さないが、この正月のその文面は以上の様なものだった。
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「今年の人」はローマ法王フランシスコ＝米タイム誌。　
［2013年12月11日　ロイター］ -米タイム誌が11日、毎年恒例の「パーソン・オブ・ザ・イヤー（今年の人）」を発表し、ローマ・カトリック教会で初の中南米出身指導者となったローマ法王フランシスコが選ばれた。

ローマ法王が「今年の人」に選ばれるのは、1963年のヨハネ23世、1994年のヨハネ・パウロ2世に続き3回目。タイム誌は法王フランシスコについて「教会への望みを捨てていた数百万人もの心をあっという間につかんだことが重要だ」と評価した。

ローマ法王庁（バチカン）の報道官は、法王は名声を求める人物ではないとした上で、「もし今回の選出が、法王のメッセージを多くの人が理解してくれたことを意味するなら、法王も喜んでいるだろう」との声明を発表した。

アルゼンチンの枢機卿だった法王フランシスコは今年3月、前法王ベネディクト16世の退位を受けて行われた選挙（コンクラーベ）で第266代法王に選ばれた。
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The Joy of the Gospel: Evangel

Gaudium Paperback
by Pope Francis (Author)

Fok kA~ 8 customer reviews

1 New from 51204

The Joy of the Gospel (Evangelii Gaudium) is the long-awaited
teaching of Pope Francis on the prociamation of the Gospel
Pope Francis is calling upon the Church and the world with
encouragement to begin a new chapter in evangelization. This
dynamic document is written in the plain, everyday language for
which the pope has become famous.




アマゾン書評その１　　By レイ・モス神父　（オースチン、テキサス）
「新法王が何をしようとしているのか、もっと知りたくなるね。」　Jan. 4, 2014
大作だが読みやすい。新法王は教会の人々に読んでもらおうとこれを書いた。司教や神父にとって理想的テキストだね、教会の将来像を示すうえで。ただ、ビックリすることも書いてあるし、読者の中には「いやだな」と思う人も出てくるだろうね。つまり「私は僕は、キリストの弟子として今日できることをチャンとやっているだろうか」って質問状を突き付けられているようなもんだからね。この本で「山上の垂訓」についての部分が特にイイね。新法王は読む者に挑戦状を出してるんだ。幾つかのヒントつきの挑戦状をね。米国司教団が過去に出した『万人に経済正義を』1986年と『平和の挑戦：神の約束と我々の使命』1983年とも大筋において噛み合っているね。しかし後半にかけてこの挑戦状は激しくなるね。教会聖職者が司牧職務を、子供、若者、大人、年寄に向けてチャンとやっとるかって、ね。チャンとやっている場合にも、「もっと深く」「これで良いのかと自問しながら」「もっとやれ」って急かされる感じだな。恐らくこの大作で新法王は名を残すんだろうね。とにかく、新たな福音宣教がこれを機に始まったね。
アマゾン書評その２　By ロバート“急がば回れの旅人”（ヒューストン、テキサス）

「プロテスタントに向けて書かれたのかな、新法王のこの勧告は。」　Dec. 15 2013
僕は、福音派のプロテスタントだけど、このカトリックから出た勧告が世界中のキリスト共同体の人々に広く読まれることを切に願うね。勧告の段落57で引用されるヨハネ・クリュソストモスの「分ち合わない人は盗人だ」の警句は、実にパワフルだね。全てのChristiansに本来の、共通使命・共通信仰を思い出させるね。新法王は、我々すべてに、喜びと情熱（passion、受難）と愛の使命を大事にするように呼びかけている。ヨハネ・クリュソストモスの警句に続いて、新法王の勧告は、辺境の困窮者への「心の底から心配し続けているよ」っていうメッセージに溢れているね。その一方で、政治の右派左派には手厳しい。「お前ら同じ罪を犯しとる。自己崇拝（idolatry of self）の罪を犯しとる」ってね。
ちなみにいうと、この勧告について一般メディアが強調している点は、全くもって的外れじゃないかと思う。多くのニュースが、単なる一文の断片に焦点を当てている。例えば、女性の司祭職登用について“まだ議論はオープンになっていない”って取り上げるけど、実際のところは、この件に関しては勧告の中でこれ以上のことは書いてないってだけで、オープンになっていないわけじゃない。あるいは或るメディアは、「この勧告は単なる、または大部分が、ローマ・カトリックのロード・マップに過ぎない」、っていうけど、勧告の冒頭にはハッキリと、新法王はこの地上のキリストの体（body）全てに手を差し伸べると言っているよ。　「全世界にいる全てのChristiansを、私はお招きします。今この瞬間、Jesus Christとの新たなpersonalな出会いにお招きします…。」（第3段落）　確かにカトリック向けの勧告だけど、同時に、全世界の全てのChristiansに向けていると思うよ。
近代西洋が陥った惨状について、新法王は僕が今までに知る中で最も精緻正確な描写をズバッと始めてくれた。「今日の世界で最大の危難は、消費主義が元凶となってまき散らしたものです。即ち、貪欲な欲望を満たすために生み出される荒（すさ）んだ懊悩、熱に浮かされて追い求める浅薄な喜び、鈍磨した良心。これらが最大の危難です。」（第2段落）
この惨状から脱出する方法として新法王がとる路線は、とても昔ながらの方法だね。そう、「福音の喜び」によって切り出された小道。この険しく狭い小道を進もうってね。僕のプロテスタント仲間にも、この新法王勧告はこの上ない贈り物になること間違いなし。「Godがもたらす救いは、その慈悲の御業です。ですから、人がたとえどんなに良い行いをしても、Godからの贈り物に比肩するはずがありません。」（第112段落）　「人は誰も、彼自身または彼女自身が個々人として救われることはありません。即ち、彼自身または彼女自身の行いによって救われるのではありません。」（第113段落）
僕らに、重要な事を思い出させてくれる。「Christianのmoralityは、禁欲、自己否定、単なる実践的哲学や、罪と過ちのカタログ…こんなものではありません。何よりもまず、我々を救ってくださるGodの愛に応える様に福音は呼びかけます。（中略）　Godの愛に応える行いの中に、我々の善い行い（virtues）の全てがあります。」（第39段落）
この勧告に難点があるとしたら、（有難いことにほとんど無いのだが）それは、辺境者の窮状に手を差し伸べようと新法王が呼びかける相手が、我々Christiansから政府に切り替わる様なところかな。その様な箇所では、ヨハネ・クリュソストモスの例の警告を思い出す様にすればいいんじゃないかな。あるいは、政府への警戒を強めるのでもいい。政府ってのは本質的に、現世的権力者や裁定者の利己的needsに仕えるものだって、思い出す様にすればいい。これは、第一サミュエル記の8章に書いてあるよね。新法王が向かおうとしているゴールに同意できないって言っているのではない。だけど、政府ってのは、Godの国を拡げる目的には、本質的に欠陥を持つ機関なんだからね。とはいえ、「政治家達に適切なガイダンスをお与えください」（第205段落）という新法王の祈りに、僕らも加わることができるし、加わるべきだと思う。
この勧告にはChristian全てが大事にすべき沢山のことが書いてある。確かに、この勧告の最後にあるマリアへの祈りには多くのプロテスタントが居心地の悪さを感じるだろうし、第二正典や外典を疑う様に育てられた者はトビアス書やシラ書からの引用には苛立つだろう。しかし有難いことに、新法王は時間をかけて各主要テーマの基本を説明して、誰にとってもその正当な出典が分かる様にしてくれている。それはあたかも、プロテスタントの読者が頁をめくるたびに、全てのChristianが共通基盤に立脚し続けるようにと思い出させようとしているかの様だ。この事は、non-Christian文化をevangelization（福音宣教）する上で最も大事なポイントだと新法王は明確に述べている。
新法王フランシスコのこの勧告は、全Christiansにつきつけられたchallengeだ。全Christiansが福音の喜びを大切にし、福音の喜びこそが現世世界の支持支柱だと示す様に生きていかなければならないというchallengeだ。幾つかのAgendaの受け入れに、グループによっては難色を示すかもしれない。伝統派から進歩派まで、経済リベラルから社会リベラルまで様々ある。グループによっては難色を示すかもしれない。でも、ここに示された勧告は、どの一文であろうが全て、失われてはいけないメッセージだと僕は思う。というか、そう祈る。全てのChristianが --- 教派の違いを超えて聖職者・平信徒、男性も女性も皆が喜びを持って、私達の言葉、私達の行動、私達自身の全てを通して、福音宣教活動を行おうというこの勅令（mandate）を、快諾（embrace）すべき時が来たんだと思う。
マックス・ウェーバーが百十年前に予告した「全く新しい預言者」が現れた、と思う。「鋼鉄の檻と化した経済」が、主流の座から降ろされる時が近づいた、と。Google検索で比較すると、今日現在（1月8日 16時）、「”Evangelii Gaudium”」で約220万件がヒットする。しかし「”Evangelii Gaudium” +”あ”」では267件しかヒットしない。そう、日本を除く世界中で、活発な議論が始まったことが分かる。私としては、「日本も1日も早くこの議論に参加しないかな」と願った年末年始の九連休だった。…以上、今週分。来週も乞うご期待。
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